
よくあるお問い合わせ

　瓶を出すときは、必ず
ふたを分別してください。

ほとんどのふたがプラスチックか
金属のどちらかに分別できます。

瓶はふたを付けたまま捨ててもいいです
か？Q
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　分別の意識が高まり、燃やすしかないごみ袋の小サイズとプラスチ
ック専用袋の購入が増えています。それ以外の雑紙の分別は、紙袋一
つで簡単にできます。今回は、雑紙の分別に役立つ紙袋を紹介します。

【問】市廃棄物対策課（☎72・1334）

シリーズ「ごみ減量をいかにして成功させるか」㊲

「雑がみ回収袋」で分別に挑戦

分別に役立つ「雑がみ回収袋」を無料配布中

　市は、家庭から出る雑紙の分別を推進するため、
「雑がみ回収袋」を作成。市内の小中学校の児童や
生徒に配布し、環境教育を実施しています。
　この回収袋は、市役所各庁舎 1階の窓口や各コミ
ュニティセンターでも無料配布中。回収袋を使って、
雑紙の分別に挑戦してみてください。
●「雑がみ回収袋」のおすすめポイント
①A4サイズの紙が折らずに入る大きさ
②�回収袋の側面には、雑紙の出し方や分別方法など
を記載し、雑紙の分別をお手伝い
③破れにくい強い紙で作成

■市内の可燃ごみの量
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▲無料で配布している「雑がみ回収袋」

ごみ分別アプリ

有明ひまわりセンターで火入れ式
　10月14日、新ごみ焼却施設「有明ひまわりセンター」
で火入れ式がありました。これは、施設で初めて焼却
炉に火を付けるときに、運転中の安全を願って行われ
るもの。有明生活環境施設組合組合長の金子市長をは
じめ、建設工事を請け負った株式会社タクマの南條博
昭社長など関係者約40人が出席。式典では神事の後、
金子市長と、みやま市の松嶋市長、南條社長が炉に点
火するスイッチを押しました。点火後、金子市長が「地
域環境に最大限配慮した運営をしていく」と挨拶。同
施設は、11月 1日から試運転を開始します。可燃ご
みの直接搬入先が変わるので注意してください。

横：35 ㎝

高
さ
：
31
㎝

縦：22 ㎝

A4 サイズの紙が入る大きさ
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柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－第３回 

 丸目蔵人佐長恵像 ( 熊本県球
く

磨
ま

郡錦町） 
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